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祖父から教わったこと
茨城・野邊　柚希
　私には、七十一才の祖父がいます。祖父はこの春、となり町に引っこして来て、たくさん話せるようになりました。そして初めて、祖父が保護司をしていることを知りました。
　そもそも私は、「保護司」というものを知りませんでした。保護司とは、犯罪を犯した人が社会で正しく生き直すためのサポートをする役割なのだそうです。犯罪者とひんぱんに会うということを聞いて、祖父が危険な目にあうのではないかと不安になりました。けれど、保護司のことを教えてくれる祖父の顔は、おだやかでほこらしそうに見えました。大変そうな仕事なのに、なぜやろうと思ったんだろう。なぜ続けているのだろう。知りたくなって、私は祖父に聞いてみることにしました。

　祖父は以前、ハローワークで働いていたことがあります。ハローワークには、仕事を求めて大勢の人が来ますが、その中には刑務所を出た人などもいるそうです。犯罪歴のある人は、普通の人に比べて仕事が決まりにくく、就職先を見つけてあげることが難しかったと祖父が話してくれました。そんな人たちをもっとサポートしてあげられないかと思うようになり、保護司になったそうです。

　難しいと感じることはいろいろあるそうですが、中でも薬物でたいほされた人のサポートは難しいそうです。本人がどんなにやめようと思っても、一度薬物に手を出すとその記おくが決して消えず、脳の問題で再犯してしまうことも多いのだと教えてくれました。やりがいを感じるのは、過去に担当した人が、保護観察が終わった後もがんばっていることを知ったときや、お礼の電話をもらったときだそうです。
　祖父の話の中で一番印象的だったのは、犯罪を犯す人のほぼ全員が育った環境に恵まれていない、ということです。これまで、犯罪者はこわいとか悪いというイメージしかありませんでしたが、それを聞いて初めてかわいそうだと思いました。

　祖父によると、担当している人のほとんどが、生活するための安定した仕事を見つけ、安心してくらせるようになると、犯罪を犯さなくなるということです。そうなるまでに、何度も面談をして信頼関係を築いていくそうです。だれかが自分を理解してくれたり、信じてくれたりすることで、人はがんばる力がわいてくるのかもしれません。そう考えると、家庭環境に恵まれず道をそれてしまった人と向き合う、保護司という役割は、とても重要だと思います。

　正直なところ、私は祖父のように保護司をやる自信は今はありません。けれど、祖父の話を聞いて、自分にもできることのヒントをもらえた気がします。それは、「だれかの居場所になる」ということです。相手の話に耳をかたむけたり、相手のことを信じたりすることが、広く長い目で見ると犯罪の防止になるのかもしれません。人は、大切にされているとき罪を犯そうと思わないはずだからです。

　人はだれも一人ぼっちでは生きられません。だれかの支えが必要です。犯罪を犯した人も、もし支えてくれる人がそばにいたら、ちがう人生だったかもしれません。まずは、家族や友達などの身近な人を、今まで以上に大切にすることから始めてみたいと思います。だれに対しても笑顔で接したり、ひとりぼっちの友達がいないか気にかけたり、できそうなことから意識してみます。かんたんなことではないかもしれませんが、周りの人を大切にし、支えられるような生き方をしたいです。そして大人になった時、ささやかでも、社会の役に立てるようになりたいです。
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